
南
北
朝
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
活
動
し
た
浄
土
宗
鎮
西
流
白
旗
派
の
僧

侶
、
了
誉
聖
問
二
三
四
一
～
一
四
二
○
）
が
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
に

著
し
た
『
日
本
書
紀
」
の
注
釈
書
に
「
日
本
書
紀
私
抄
」
（
以
下
、
適
宜

『
私
抄
」
と
略
称
す
る
）
が
あ
る
。
伊
藤
正
義
氏
に
よ
り
、
同
書
は
応
永
五

（
１
）

年
十
月
一
日
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

「
日
本
書
紀
」
の
注
釈
史
に
お
い
て
応
永
頃
は
、
非
常
に
重
要
な
時
期
で

あ
り
、
叡
山
の
良
遍
に
よ
る
『
日
本
書
紀
第
一
聞
書
」
「
日
本
書
紀
第
二
聞

書
」
（
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
二
月
講
）
、
「
神
代
巻
私
見
聞
」
（
応
永

三
十
一
年
（
一
四
二
四
）
六
月
講
）
、
伊
勢
の
道
祥
、
春
職
に
よ
る
道
祥
本

「
日
本
書
紀
私
見
聞
」
（
応
永
三
十
三
年
五
月
八
日
成
立
）
、
春
埼
本
「
日
本

書
紀
私
見
聞
」
（
応
永
三
十
年
十
月
頃
書
写
）
な
ど
重
要
な
注
釈
書
が
相
次

い
で
成
立
し
て
い
る
。

了
誉
「
日
本
書
紀
私
抄
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
は
、

「
日
本
書
紀
」
や
『
麗
気
記
』
の
相
伝
儀
礼
を
中
心
と
し
た
日
本
紀
灌
頂
や

了
誉
聖
問
「
日
本
書
紀
私
抄
』
と
一
峯
本
『
日
本
書
紀
」

’
一
峯
本
書
き
入
れ
注
記
と
『
日
本
書
紀
私
抄
』
注
釈
文
の
照
合
の
問
題
を
中
心
に
Ｉ

は
じ
め
に

了
誉
聖
問
「
日
本
書
紀
私
抄
」
と
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」

麗
気
灌
頂
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
神
道
灌
頂
と
呼
ば
れ
る
師
資
相
承
に
よ
る

（
２
）

灌
頂
儀
礼
空
間
と
不
可
分
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
「
日
本
書
紀
」

注
釈
に
関
し
て
は
、
日
本
紀
灌
頂
と
い
う
儀
礼
の
場
と
不
可
分
で
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
日
本
紀
灌
頂
に
お
い
て
は
、
一
本
の
『
日
本
書
紀
」
テ
キ
ス
ト
が
神

聖
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
師
か
ら
資
へ
と
厳
か
に
相
伝
さ
れ
、
こ
の
灌
頂
の
儀

の
時
空
を
中
心
と
し
た
「
日
本
書
紀
」
の
注
釈
・
講
述
は
、
当
該
の
儀
礼
の

な
か
で
聖
化
さ
れ
師
資
相
伝
さ
れ
た
一
本
の
『
日
本
書
紀
」
テ
キ
ス
ト
を
底

（
３
）

本
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い
。

し
た
が
っ
て
、
了
誉
が
「
日
本
書
紀
私
抄
」
を
成
す
に
あ
た
っ
て
も
、
一

本
の
聖
化
さ
れ
た
「
日
本
書
紀
」
テ
キ
ス
ト
を
底
本
と
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
だ
が
、
稿
者
は
す
で
に
、
主
と
し
て
「
日
本
書
紀
」
現
存
諸
本
の
傍

訓
・
訓
点
と
『
日
本
書
紀
私
抄
』
の
訓
注
（
『
日
本
書
紀
』
各
語
句
の
訓
み

い
つ
一
ぽ
う

を
記
し
た
も
の
）
と
の
対
応
関
係
の
調
査
か
ら
一
峯
本
（
北
野
天
満
宮
蔵
）

と
い
う
「
日
本
書
紀
」
伝
本
が
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
底
本
に
最
も
近
い
形

（
４
）

態
と
位
置
に
あ
る
も
の
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

中
尾
瑞
樹

一
一
一
一
一



し
か
し
な
が
ら
、
当
該
一
峯
本
に
は
、
無
数
の
擦
り
消
し
に
よ
る
傍
訓
の

改
変
の
跡
が
あ
り
、
当
初
書
写
さ
れ
た
一
峯
本
が
、
ど
の
程
度
ま
で
「
私
抄
」

訓
注
と
一
致
す
る
形
態
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ

る
点
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
現
在
推
定
さ
れ
て
い
る
一
峯
本
の
成
立
年

代
が
室
町
末
期
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
成
立
す
る

応
永
五
年
か
ら
は
、
落
差
が
生
じ
て
し
ま
い
、
底
本
に
近
い
と
み
な
す
に
は

問
題
が
生
じ
る
点
。
な
ど
の
点
か
ら
、
底
本
論
と
し
て
は
、
不
充
分
な
領
域

を
残
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
底
本
論
を
展

開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
、
具
体
的
に
は
一
峯
本
「
日

本
書
紀
」
に
お
け
る
書
き
入
れ
注
記
と
「
私
抄
」
注
釈
文
と
の
比
較
に
よ
っ

て
、
前
稿
で
の
論
点
を
さ
ら
に
、
補
完
し
、
前
進
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
「
日
本
書
紀
」
古
写
本
の
書
き
入
れ
注
記
の
孕
む
問
題
に
つ
い
て

は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
が
進
展
し
て
い
な
い
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
書
き
入

れ
注
記
が
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
な
目
的
の
も
と
に
成
さ

れ
た
の
か
と
い
う
具
体
的
な
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
・
未
解

明
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
如
上
の
研
究
状
況

の
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
注
記
と
「
日
本
書
紀
」
注
釈
書
と
の
関
係

（
５
）

に
つ
い
て
の
研
究
も
皆
無
と
い
っ
て
良
い
段
階
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
如
上
の
未
解
明
の
問
題
に
も
一
定
の
解
明
の
光
を
当
て
る
も

（
６
）

の
と
し
た
い
。

含
Ｊ
）

稿
者
は
、
述
べ
た
よ
う
に
、
前
稿
に
お
い
て
、
「
私
抄
」
訓
注
と
「
日
本
書

紀
」
諸
伝
本
に
お
け
る
訓
点
・
傍
訓
と
の
比
較
調
査
を
通
し
て
、
他
本
に
比

し
て
明
ら
か
に
一
致
度
の
高
い
写
本
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
、
北
野
天
満
宮

蔵
の
一
峯
本
で
あ
る
。

北
野
天
満
宮
蔵
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」
は
、
巻
一
、
巻
二
の
神
代
巻
と
巻

三
の
神
武
天
皇
巻
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
袋
綴
、
楮
紙
に
よ
る
三
冊
本
で
あ

る
。
表
紙
中
央
に
は
、
「
一
天
巻
全
」
「
二
地
巻
全
」
「
三
人
巻
全
」

と
各
巻
の
巻
名
が
打
付
書
き
に
て
記
さ
れ
、
ま
た
左
下
隅
に
は
「
一
峯
」
と

い
う
識
語
が
記
さ
れ
る
。
一
峯
本
と
い
う
名
称
は
こ
の
識
語
か
ら
来
た
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
峯
本
は
．
峯
」
と
署
名
し
た
人
物
に
よ
っ
て
表
紙

を
付
さ
れ
纏
め
ら
れ
た
「
日
本
書
紀
」
の
一
伝
本
で
あ
る
。
。
峯
」
と
い

う
名
前
か
ら
当
該
の
人
物
は
お
そ
ら
く
は
僧
侶
で
あ
っ
た
と
思
し
い
・
ま
た
、

中
央
の
巻
名
と
左
下
の
識
語
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
峯
は
該

本
の
基
本
的
な
書
写
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

該
本
は
「
私
抄
」
訓
注
と
の
一
致
箇
所
で
見
た
場
合
、
兼
方
本
等
の
卜
部

系
古
写
本
に
比
し
て
も
、
二
倍
か
ら
三
倍
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
一
致
の

数
字
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
私
抄
」
と
近
し
い
位
置
関
係
に
あ
る
特
別
な

（
８
）

テ
キ
ス
ト
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
数
値
と
し
て
は
、
巻
一
～
巻
三
全
体
で
、
「
日
本
書
紀
私
抄
」
訓

注
二
二
九
箇
所
中
、
一
峯
本
傍
訓
は
一
五
六
箇
所
が
合
致
し
て
お
り
、
全
体

（
９
）

で
約
七
割
近
く
の
箇
所
で
両
書
の
訓
が
一
致
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

｜
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
訓
注
と
一
峯
本
の
傍
訓

二

四



さ
ら
に
、
そ
の
両
書
の
訓
点
／
訓
注
の
具
体
的
内
容
を
、
よ
り
詳
細
に
検

討
し
た
場
合
、
「
邊
風
へ
タ
カ
セ
」
と
い
う
「
日
本
書
紀
私
抄
」
巻
第
一

（
内
閣
文
庫
本
）
の
訓
注
に
対
し
て
、
『
日
本
書
紀
」
諸
本
が
該
当
個
所
・
語

句
を
皆
「
ヘ
ッ
カ
セ
」
「
ヘ
ッ
」
と
す
る
な
か
、
一
峯
本
で
は
「
邊
風
」
の

部
分
に
「
ヘ
タ
ッ
カ
セ
」
の
傍
訓
を
付
し
、
「
日
本
書
紀
」
諸
本
中
、
『
私
抄
」

に
最
も
近
い
訓
を
示
し
な
が
ら
、
前
稿
当
該
の
調
査
で
は
、
助
詞
の
有
無
を

厳
密
化
し
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
一
致
箇
所
の
数
字
に
含
ま
な

か
っ
た
が
、
「
私
抄
」
内
閣
文
庫
本
の
「
ヘ
タ
カ
セ
」
に
は
逆
に
助
詞
「
シ
」

の
誤
脱
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
（
常
福
寺
本
と
比
し
て
同
様
の
誤
脱
は
内
閣

文
庫
本
に
間
々
見
ら
れ
る
）
、
今
後
の
「
私
抄
』
現
存
諸
本
の
調
査
の
進
展

（
Ⅲ
）

に
よ
っ
て
は
予
断
を
許
さ
な
い
訓
点
箇
所
も
あ
り
、
現
段
階
で
は
、
数
字
と

し
て
表
示
出
来
て
い
な
い
箇
所
に
お
い
て
も
完
全
な
る
不
一
致
と
は
、
俄
に

断
定
出
来
な
い
箇
所
も
相
当
数
存
在
す
る
。

ま
た
、
一
峯
本
に
は
他
本
に
は
な
い
、
擦
り
消
し
に
よ
る
傍
訓
の
改
変
跡

が
無
数
に
存
在
し
、
こ
の
点
も
大
き
な
問
題
と
な
る
。

例
え
ば
、
書
紀
の
「
平
鹿
」
（
巻
第
二
）
と
い
う
語
句
を
現
行
の
一
峯
本

で
は
「
タ
ヒ
ラ
」
と
訓
ず
る
が
、
『
私
抄
』
訓
注
は
こ
の
部
分
「
平
鹿
タ
イ

ラ
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
峯
本
の
当
該
箇
所
を
よ
く
見
る
と
「
タ
ヒ
ラ
」

と
あ
る
「
こ
う
」
の
部
分
は
一
度
擦
り
消
し
た
上
か
ら
書
き
直
さ
れ
た
形
跡

が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
上
」
字
の
下
に
は
「
イ
」
字
と
思
し
き
痕
跡

が
う
っ
す
ら
と
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
天
八
達
之
衡
」
（
巻
第
二
）

を
一
峯
本
傍
訓
で
は
「
ア
マ
ノ
ャ
タ
ラ
ノ
チ
マ
タ
」
と
し
、
「
私
抄
」
に
は

「
天
八
達
之
衡
ア
マ
ノ
ャ
チ
マ
タ
」
と
あ
る
が
、
一
峯
本
傍
訓
当
該
箇
所
の

了
誉
聖
問
「
日
本
書
紀
私
抄
」
と
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」

「
ヤ
タ
ラ
ノ
」
と
あ
る
「
タ
ラ
ノ
」
の
部
分
に
は
擦
り
消
し
た
上
に
書
き
直

し
た
痕
跡
が
あ
る
。
元
の
文
字
は
判
読
出
来
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
ヤ
チ
マ

タ
」
と
あ
っ
た
も
の
を
、
「
チ
マ
タ
」
を
擦
り
消
し
「
タ
ラ
ノ
」
に
改
め
、

さ
ら
に
「
街
」
字
の
右
上
に
「
チ
マ
タ
」
の
文
字
を
書
き
加
え
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
「
七
腿
」
（
巻
第
二
）
に
つ
い
て
「
私
抄
」
で
は
「
七
腿

ナ
、
ワ
タ
」
と
す
る
が
、
現
行
一
峯
本
で
は
「
七
腿
」
の
横
の
傍
訓
を

「
ナ
、
タ
」
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
よ
く
観
察
す
る
と
「
七
」
字
の
右
横
の

「
ナ
、
」
と
「
腿
」
字
右
横
の
「
タ
」
の
間
に
は
一
文
字
分
ほ
ど
の
空
白
が

あ
っ
て
、
そ
の
空
白
部
分
は
元
の
文
字
を
擦
り
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
部
分
の
元
書
い
て
あ
っ
た
文
字
の
判
読
は
難
し
い
が
、
「
ワ
」
字
と
思
し

き
丸
い
曲
線
痕
を
残
す
。
当
該
部
分
に
つ
い
て
は
兼
方
本
以
下
諸
本
の
ほ
と

ん
ど
が
「
ナ
、
ア
ダ
」
も
し
く
は
「
ア
ダ
」
（
「
七
」
字
を
傍
訓
せ
ず
）
と
し

て
お
り
、
一
峯
本
の
傍
訓
が
も
と
も
と
は
「
ナ
、
ワ
タ
」
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
れ
ば
、
一
峯
本
の
み
が
「
私
抄
」
訓
注
と
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

如
上
の
ケ
ー
ス
も
前
稿
調
査
の
一
致
数
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
一
峯
本
傍
訓
に
は
無
数
の
擦
り
消
し
書
き
直
し
の
跡
が
あ

り
、
元
の
傍
訓
の
状
態
（
一
峯
本
原
本
と
す
る
）
か
ら
書
き
直
し
に
よ
る
現

行
の
状
態
（
現
行
本
と
す
る
）
へ
と
段
階
的
な
形
成
の
跡
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
、
他
本
に
な
い
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
擦
り
消
し
と
い
う
問
題

の
性
格
上
、
原
本
段
階
の
完
全
な
判
読
や
復
元
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
現
行

本
で
『
私
抄
』
訓
注
と
不
一
致
で
あ
る
傍
訓
箇
所
が
、
原
本
段
階
で
は
、
一

致
の
可
能
性
を
残
す
も
の
が
相
当
数
存
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
現
行
本
傍
訓
に
お
い
て
「
私
抄
」
訓
注
と
の
一
致
を
確
認
出
来
る

一

一
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但
し
、
こ
の
擦
り
消
し
の
問
題
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
復
元
が

困
難
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
「
私
抄
」
と
一
峯
本
の
関
係
性
の
追
求
と
い

う
作
業
に
お
い
て
、
現
段
階
で
は
限
界
性
が
存
在
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
峯
本
に
は
訓
点
・
傍
訓
以
外
に
も
『
私
抄
』
と
の
非
常
に

緊
密
な
関
連
性
を
う
か
が
わ
せ
る
要
素
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
一
峯
本
の
欄

外
も
し
く
は
行
間
の
諸
所
に
散
見
さ
れ
る
書
き
入
れ
の
注
記
と
『
私
抄
」
の

注
釈
文
と
の
一
致
と
い
う
注
目
す
べ
き
状
況
で
あ
る
。

（
マ
、
）

ヤ
ナ
ク
ィ
シ
タ
カ
ウ
カ

ａ
１
．
Ｋ
千
箭
者
靭
者
靭
ハ
是
箭
ヲ
指
ス
物
也
。
今
ノ
世
ノ
箙
也
。
順
和
名

ア
サ
ヘ
サ
ス

０
０
１
１
０
０
１
１
１
吟
院
し
け
１
１
１
１

云
、
靭
ハ
初
牙
ノ
反
。
箭
ヲ
刃
一
其
中
一
。
ユ
キ
文
此
乃
箭
千
筋
サ

箇
所
で
は
擦
り
消
し
書
き
直
し
の
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
私
抄
」

と
の
一
致
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
書
き
直
し
の
段
階
で
「
私
抄
」
と
一
致
し

た
の
で
は
な
く
、
原
本
段
階
で
す
で
に
一
致
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い

よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
一
峯
本
傍
訓
に
は
書
き
直
さ
れ
る
以
前
の
原
本
の
段
階
が
あ

り
、
原
本
段
階
で
は
、
『
私
抄
』
訓
注
と
さ
ら
に
一
致
し
て
く
る
可
能
性
も

（
Ⅲ
）

あ
る
の
で
あ
る
。

如
上
の
付
帯
的
条
件
を
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
『
私
抄
」
と
一
峯
本
の
訓

の
一
致
度
は
、
前
者
が
後
者
の
系
列
写
本
を
底
本
と
し
て
直
接
参
照
し
な
け

れ
ば
、
あ
り
得
な
い
よ
う
な
範
囲
の
数
値
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

二
「
日
本
書
紀
私
抄
」
注
釈
文
と
一
峯
本
の
書
き
入
れ
注
記

シ
タ
ル
ヤ
ナ
ク
イ
也
。
五
百
箭
例
可
知
。

一
苗
商
〈
シ
ソ
ン
ノ
コ
ト
ナ
リ
〉

（
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」
巻
二
欄
外
頭
注
）

以
上
、
ａ
～
ｆ
ま
で
の
１
に
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
注
釈
文
を
挙
げ
、
２

に
そ
れ
と
類
似
・
関
連
す
る
一
峯
本
の
書
き
入
れ
注
記
を
挙
げ
た
。
（
尚
、

両
書
相
照
合
す
る
箇
所
に
は
、
傍
線
を
、
類
似
す
る
部
分
に
は
破
線
を
付
し

ｃ
２
．
襲
〈
ソ
ノ
Ｋ
ツ
ク
〉
（
一
峯
本
一
日
本
書
紀
」
巻
二
）

峰
ｗ
咋
併
山
ｒ
０
Ｌ
眼
０
０
０
０

．
１
．
岐
神
ク
ナ
ト
ノ
カ
ミ
ー
ハ
道
祖
神
也
。
二
日
本
書
紀
私
抄
」
巻
二
）

ｄ
２
・
岐
神
〈
道
陸
神
也
〉
（
一
峯
本
『
日
本
書
紀
」
巻
二
）

ｉ

ｅ
ｌ
・
推
蝶
タ
カ
、
キ
ト
ハ
堆
地
也
。
（
「
日
本
書
紀
私
抄
」
巻
二
）

ｅ
２
・
郷
Ｉ
創
對
劇
（
一
峯
本
「
日
本
害
起
巻
三

ｆ
１
．
削
司
刈
刻
ゴ
ト
ハ
刊
淵
Ｊ
劃
副
凹
。
（
言
本
書
紀
私
竺
巻
二
）

ハ
ツ
コ

ｆ
２
・
苗
商
（
一
峯
本
『
日
本
書
紀
」
巻
二
本
文
）

ｉ
ｂ
２
・
持
傾
頭
者
〈
死
人
食
持
〉

也
〉

Ｃ
１
・
襲
ソ
ノ
ー
ハ
付
ク
意
也
。

ｂ
ｌ
・
持
傾
頭
者
キ
サ
リ
モ
チ
ト
ハ
死
人
食
持
人
也
。
持
帯
者
ハ
、
キ

ａ
２
．
私
云
戦
ハ
箭
千
筋
サ
シ
タ
ル
ヤ
ナ
ク
イ
也
。

係
ル
物
也
。
（
一
峯
本

Ｉ
ノ
ヲ
ソ

’
、
ノ
Ｋ
、
〆
、
ノ
ー
Ｉ
０
１
０
０
Ｌ

ト
モ

イ
サ
ミ
ダ
ヶ
キ

疋
稜
威
之
高
鞆
者
、
稜
威
亦
ハ
書
ク
ニ
伊
豆
卜
’
。
是
し
勇
健
ノ
義
也
。

高
靴
塾
旬
射
蝉
射
謂
懸
淵
物
也
。
今
ノ
世
〃
篭
手
也
。

コ
テ

（
『
日
本
書
紀
私
抄
』
巻
一
）

モ
チ
ト
ハ
死
人
ヲ
持
シ
後
其
臥
ン
虚
ヲ
掃
清
ム
ル
人
也
。

二
日
本
書
紀
私
抄
」
巻
二
）

及
持
帝
者
〈
死
人
持
後
其
臥
処
掃
清

（
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」
巻
二
）

二
日
本
書
紀
私
抄
」
巻
二
）

（
一
峯
本

ヲ
ツ

０
０
８
０
０
１
１
０
８
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
０

鞆
ハ
弓
射
ル
時
手
二

「
日
本
書
紀
」
巻
一
）

一
一
一
ハ



て
示
し
た
。
）

一
峯
本
ａ
２
の
欄
外
注
記
は
、
本
文
と
ほ
ぼ
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
、

一
峯
に
よ
る
注
記
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
ａ
ｌ
、
ａ
２
で
は
両
者
の
傍
線
部

に
、
ほ
ぼ
同
文
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。
特
に
「
叙
」
（
「
私
抄
」
で
は
「
ユ
キ
」
）

の
説
明
と
し
て
の
「
箭
千
筋
サ
シ
タ
ル
ヤ
ナ
ク
イ
也
」
は
全
く
の
同
文
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ａ
ｌ
を
含
む
「
私
抄
」
の
注
釈
文
の
ほ
う
が
全
体
的
に
分
量

が
多
く
、
一
峯
本
の
注
記
ａ
２
の
ほ
う
が
「
私
抄
」
の
注
釈
文
の
一
部
Ⅱ
ａ

ｌ
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
わ
け
だ
が
、
一
峯
本
の
注

記
ａ
２
の
冒
頭
に
は
「
私
云
」
（
波
線
部
）
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
一
峯
本
の

書
き
入
れ
注
記
筆
者
お
そ
ら
く
は
一
峯
に
よ
る
自
注
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し

（
吃
）

た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ａ
２
の
注
記
が
「
私
抄
」
に
直
接

的
も
し
く
は
間
接
的
経
路
を
通
じ
て
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高

い
よ
う
に
思
う
。
「
私
抄
」
ａ
ｌ
の
「
ユ
キ
」
の
す
ぐ
後
に
「
文
」
と
あ
る

の
は
以
下
の
文
章
が
引
用
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
私
抄
」
ａ
ｌ
の
「
ユ
キ
」
は
一
峯
本
本
文
の
「
鞍
」
の
傍
訓
「
ユ
キ
」
と

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

ａ
ｌ
ａ
２
の
破
線
部
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
ａ
ｌ
の
「
懸
ク
ル
」
と
い

、

う
用
字
と
ａ
２
の
「
係
ル
」
と
い
う
用
字
と
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
両
者
の
書
承
的
対
応
関
係
だ
け
で
は
、
説
明
出
来
な
い
問

題
と
し
て
現
れ
て
く
る
。
論
を
追
っ
て
次
第
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
ま

（
旧
）

た
前
稿
に
お
い
て
考
究
し
た
ご
と
く
、
一
峯
本
も
「
日
本
書
紀
私
抄
」
も
神

道
灌
頂
と
い
う
口
伝
口
授
の
儀
礼
の
場
と
密
接
不
可
分
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
書
承
と
い
う
一
元
的
な
観
点
だ
け
で
は
な

了
誉
聖
同
「
日
本
書
紀
私
抄
」
と
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」

く
、
口
伝
口
授
を
前
提
と
し
た
口
承
と
い
う
観
点
も
同
時
に
必
要
に
な
っ
て

く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
「
カ
ク
ル
」
と
い
う
口
伝
口
授
の
場
に
お
け
る
口
承
の
音
声
が
共

通
し
て
お
り
、
そ
れ
を
書
き
記
し
た
際
に
「
懸
ク
ル
」
（
ａ
ｌ
）
と
「
係
ル
」

（
ａ
２
）
の
相
違
と
な
っ
て
定
着
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

春
礁
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞
」
と
い
う
、
こ
れ
も
「
私
見
聞
」
と
い
う
そ

の
名
か
ら
神
道
灌
頂
、
日
本
紀
灌
頂
の
口
伝
口
授
の
場
と
密
接
不
可
分
に
成

立
し
た
と
思
し
い
日
本
紀
注
釈
の
テ
キ
ス
ト
を
親
本
と
し
て
、
伊
勢
の
春
琉

に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
が
、
こ
の
春
聡
本
『
日
本
書
紀
私

タ
カ
、
ラ
聴
手
敵

見
聞
」
に
は
「
高
鞆
ト
ハ
指
懸
也
」
と
あ
る
。
「
高
鞆
」
の
訓
が
異
な
る
が
、

一
峯
本
が
「
鞆
」
と
だ
け
す
る
の
に
対
し
て
、
「
高
鞆
」
と
し
て
い
る
部
分

は
、
む
し
ろ
「
私
抄
」
に
近
い
。
ま
た
「
懸
」
と
あ
る
部
分
が
「
私
見
聞
」

と
「
私
抄
」
と
で
は
共
通
し
、
さ
ら
に
春
埼
本
「
日
本
書
紀
私
見
聞
」
で
傍

書
注
記
さ
れ
て
い
る
「
篭
手
歎
」
と
あ
る
部
分
は
「
私
抄
」
ａ
ｌ
で
破
線
部

。
一
ア

の
す
ぐ
後
に
「
今
ノ
世
ノ
篭
手
也
」
と
あ
る
言
説
と
相
似
す
る
。
前
稿
で
詳
述

（
Ⅷ
）し

、
ま
た
後
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
「
日
本
書
紀
私
見
聞
」
は
「
日
本
書
紀

私
抄
」
と
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
ま
た
一
峯
本
と
も
書
写
系
統
を
通

じ
て
密
接
な
関
連
が
あ
る
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ま
た
三
者
は
神
道
灌

頂
・
日
本
紀
灌
頂
と
い
う
灌
頂
儀
礼
の
場
を
通
じ
て
も
密
接
な
関
連
が
あ
る

（
脂
）

と
想
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
上
記
の
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
共
通
す
る
神
道
灌
頂
の
場
に
お
け

る
口
伝
口
授
の
言
説
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
峯
本
ａ
２
傍

一

七



線
部
の
「
私
云
」
も
、
そ
れ
自
体
は
、
口
伝
口
授
の
場
の
な
か
で
記
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
田
中
貴
子
氏
は
天
台
口
伝
法
門
の
面
授
口
決
に
よ
っ
て
成

立
し
た
テ
キ
ス
ト
に
注
目
し
て
、
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
一
で
あ
る
「
摩
訶

止
観
伊
賀
抄
」
に
記
さ
れ
た
「
伝
云
」
「
仰
云
」
「
示
云
」
「
師
云
」
「
私
云
」

な
ど
、
師
資
相
承
の
血
脈
に
即
応
す
る
か
た
ち
で
の
、
様
々
な
（
し
か
し
な

が
ら
明
確
に
区
分
さ
れ
た
）
「
口
伝
」
の
記
録
形
態
に
注
目
し
な
が
ら
、

「
「
私
云
」
と
は
筆
録
者
の
メ
モ
に
相
当
す
る
。
こ
の
伝
授
の
「
場
」
の
当
座

性
に
喚
起
さ
れ
て
師
が
語
っ
た
異
説
や
、
弟
子
の
書
き
添
え
た
メ
モ
の
中
に

（
崎
）

こ
そ
、
多
く
の
説
話
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
峯
本
の
書
き
入
れ
注
記
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
全
体
的
に
、
口
伝
口
授

の
聞
き
書
き
的
な
書
き
込
み
の
性
格
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ａ

２
傍
線
部
の
「
私
云
」
も
、
口
伝
口
授
の
場
の
当
座
性
に
お
い
て
書
き
入
れ

注
記
筆
者
（
こ
こ
で
は
一
峯
）
の
自
説
を
記
し
た
メ
モ
的
性
格
の
も
の
と
考

え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
な
ら
ば
、
ａ
ｌ
、
ａ
２
の
関
係
性
と
は
、
直

接
も
し
く
は
間
接
的
な
書
承
上
の
関
係
性
を
孕
み
な
が
ら
、
灌
頂
儀
礼
の
場

お
よ
び
師
資
相
承
の
口
伝
口
授
の
系
譜
や
基
盤
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ａ
ｌ
は
、
ａ
２
の
注
記
文
を
直
接
も
し

く
は
、
間
接
的
経
路
を
通
じ
て
書
承
的
に
引
用
す
る
こ
と
で
現
象
し
た
も
の

が
、
傍
線
部
の
文
章
部
分
で
あ
り
、
灌
頂
儀
礼
の
場
に
お
け
る
師
資
相
承
の

口
伝
口
授
の
系
譜
や
基
盤
を
共
通
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
口
承
的

に
文
章
が
相
同
化
し
た
も
の
が
破
線
部
の
文
章
部
分
で
あ
ろ
う
。

キ
サ
リ
モ
チ

ｂ
で
は
、
一
峯
本
で
本
文
に
「
持
傾
頭
者
」
と
あ
る
語
句
の
左
側
行
間
に

「
死
人
食
持
」
と
注
記
が
あ
り
、
本
文
「
及
」
字
を
挟
ん
で
す
ぐ
後
に

ハ
、
キ
モ
チ

「
持
帯
者
」
と
あ
る
語
句
の
左
側
行
間
に
「
死
人
持
後
其
臥
処
掃
清
也
」
と

あ
る
書
き
入
れ
注
記
ｂ
２
が
、
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
「
持
傾
頭
者
キ
サ
リ

ノ
孑
ツ
、
、

モ
チ
ー
ハ
死
人
食
持
人
也
」
と
「
持
帯
者
ハ
、
キ
モ
チ
ト
ハ
死
人
ヲ
持
シ
後

二
ノ其

臥
ン
虚
ヲ
掃
清
ム
ル
人
也
」
と
い
う
ｂ
１
の
注
釈
部
分
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
傍
訓
と
訓
注
が
ま
ず
一
致
し
て
お
り
、
さ
ら
に
双
方
の

注
記
、
注
釈
文
に
つ
い
て
は
、
ｂ
ｌ
の
最
後
に
「
人
也
」
「
人
」
（
傍
点
部
）

と
あ
る
部
分
が
ｂ
２
に
欠
落
し
て
い
る
点
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
と

い
え
る
。
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
判
定
し
が
た
い
が
、
表
記
的
に
ほ
ぼ
同
文

で
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
、
な
ん
ら
か
の
書
承
の
関
係
を
想
定
し
て
よ
い
か

（
脈
）

も
し
れ
な
い
。

ア
マ
ク
タ
リ
マ
ス

ソ
ノ

ｃ
で
は
、
一
峯
本
巻
二
本
文
に
「
天
下
降
於
日
向
ノ
龍
之
高
千
穂
ノ
峯
二
上
」

の
「
龍
之
」
と
あ
る
部
分
に
訂
正
線
が
引
か
れ
欄
外
に
「
襲
」
と
本
文
と
同

ソ
ノ

筆
と
思
し
き
筆
に
て
訂
正
の
文
字
が
記
さ
れ
、
ま
た
本
文
「
龍
之
」
と
あ
る

「
龍
」
字
の
右
側
行
間
に
合
点
と
と
も
に
「
工
ツ
ク
」
と
片
仮
名
に
よ
る
書

き
入
れ
注
記
が
あ
る
。
当
該
注
記
「
ツ
ク
」
は
傍
訓
「
ソ
ノ
」
と
同
筆
で
あ

る
が
、
当
該
の
傍
訓
に
つ
い
て
は
本
行
本
文
書
写
者
一
峯
の
筆
を
特
定
し
え

て
い
な
い
の
で
、
「
ツ
ク
」
の
注
記
筆
者
の
判
定
は
つ
か
な
い
。

Ｃ
２
は
上
記
訂
正
の
状
況
も
含
め
て
、
一
峯
本
の
注
記
の
状
況
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
「
襲
」
は
現
行
の
通
常
の
理
解
で
は
「
ソ
」
と
訓
む
く
き

ノ

日
向
の
地
名
で
あ
り
、
日
向
の
襲
と
い
う
地
域
に
あ
る
高
千
穂
の
峯
と
い
う

文
脈
で
理
解
出
来
る
も
の
だ
が
、
一
峯
本
の
訂
正
処
理
さ
れ
た
本
文
お
よ
び

傍
訓
と
注
記
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
よ
う
で
あ

二
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ソ
ノ

る
。
ま
ず
「
襲
」
一
文
字
で
ソ
ノ
と
訓
ま
せ
、
こ
の
「
襲
」
に
つ
い
て
「
ツ

ク
」
と
注
解
す
る
。
「
ツ
ク
」
の
意
義
は
に
わ
か
に
了
解
し
が
た
い
が
「
襲
」

を
通
行
の
、
よ
く
知
ら
れ
た
日
向
の
地
名
と
し
て
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
だ

け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
ツ
ク
」
と
片
仮
名
表
記
し
た
も
の
で
は
、
注
記
と
し
て
は
、

そ
の
語
義
を
十
分
に
示
し
た
形
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
こ
の
書
き
入
れ
注
記
が
語
義
と
し
て
で
は
な
く
言
葉
を
音
声

と
し
て
聞
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
書
き
込
ん
だ
た
め
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
片
仮
名
書
き
に
よ
る
注
記
は
口
伝
口
授
の
聞
き
書
き

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
柳
田
征
司
氏
は
口
伝

口
授
お
よ
び
そ
の
聞
き
書
き
と
関
わ
っ
て
成
立
す
る
抄
物
の
一
類
に
、
原
典

に
直
接
書
き
込
み
を
行
う
「
書
き
入
れ
仮
名
抄
（
書
込
み
仮
名
抄
と
が
あ

（
鵬
）

る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
師
の
口
伝
口
授
の
聞
き
書
き
を
資

が
直
接
原
典
に
仮
名
文
に
て
書
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。

表
音
的
な
仮
名
文
を
主
体
と
す
る
の
は
、
口
伝
口
授
の
音
声
を
主
体
と
す

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
峯
本
の
書
き
入
れ
注
記
を
原
典
へ
の
「
書
き
入
れ
仮

名
抄
」
的
注
記
と
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
の
Ｃ
２
の
「
ツ
ク
」
も
師
の
口

伝
口
授
の
音
声
を
仮
名
に
よ
っ
て
、
原
典
で
あ
る
「
日
本
書
紀
」
テ
キ
ス
ト

に
直
接
書
き
込
ん
だ
も
の
と
思
し
い
・

「
私
抄
」
Ｃ
１
で
は
、
ま
ず
「
襲
ソ
ノ
↑
ハ
」
と
あ
っ
て
、
「
襲
」
一
文
字
を

「
ソ
ノ
」
と
訓
ま
せ
る
点
は
一
峯
本
と
共
通
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
付
ク
意
也
」

と
「
襲
」
の
意
味
を
「
付
ク
」
と
注
釈
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
一

峯
本
の
「
ツ
ク
」
と
共
通
の
基
盤
に
立
っ
た
注
釈
で
あ
る
。
但
し
一
峯
本
が

了
誉
聖
問
『
日
本
書
紀
私
抄
」
と
一
峯
本
「
日
本
書
紀
』

字
義
を
明
確
に
示
さ
な
い
か
た
ち
で
「
ツ
ク
」
と
仮
名
書
き
す
る
の
に
対
し

て
、
『
私
抄
」
で
は
「
付
ク
意
」
と
し
て
、
表
意
的
な
漢
字
を
用
い
、
字

義
・
意
味
を
示
し
た
か
た
ち
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
「
私
抄
」
が
、
当
座
即
時
的
な
口
頭
の
言
説
を
事
後
的
に
整
序
し
な

が
ら
、
意
味
（
字
義
、
語
義
）
を
明
確
に
す
る
か
た
ち
で
注
釈
化
し
て
い
っ

た
、
テ
キ
ス
ト
化
作
業
の
基
本
的
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

ブ
（
》
Ｏ

そ
し
て
、
そ
の
う
え
で
、
両
者
が
共
通
の
注
釈
の
言
説
の
基
盤
の
う
え
に

立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
同
時
に
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
一
峯
本
Ｃ
２

の
「
ツ
ク
」
に
口
伝
口
授
の
言
説
の
場
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
両
者
に
共
通

の
言
説
の
基
盤
と
は
、
や
は
り
共
通
す
る
師
資
相
承
に
よ
る
口
伝
口
授
の
場

を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
『
日
本
書
紀
」
の
「
襲
」

の
解
釈
を
「
付
ク
（
ツ
ク
）
」
（
恐
ら
く
高
千
穂
峰
に
着
く
Ⅱ
到
着
す
る
の
意

味
で
あ
ろ
う
）
の
「
意
」
で
あ
る
と
す
る
某
師
説
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か

の
時
点
に
お
け
る
某
師
説
を
共
通
の
も
の
と
し
て
、
「
ツ
ク
」
（
一
峯
本
）
、

「
付
ク
」
（
「
私
抄
」
）
と
い
う
か
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記
に
定
着
し
た
も

（
Ⅳ
）

の
と
思
し
い
。

次
に
ｄ
で
あ
る
が
、
ま
ず
ｄ
２
で
は
、
一
峯
本
巻
二
本
文
（
天
孫
降
臨
段

ク
ニ
ノ
メ
ク
リ
ア
リ
キ
ッ
、
タ
ィ
ヲ
ク

ー
書
第
二
）
の
「
経
津
主
神
以
二
岐
神
一
為
ン
テ
。
｜
郷
導
１
↓
周
流
削
平
」

と
あ
る
文
中
の
「
岐
神
」
に
つ
い
て
、
そ
の
右
側
行
間
に
「
道
陸
神
也
」
と

書
き
入
れ
注
記
が
あ
る
。
当
該
の
注
記
は
本
文
と
同
筆
で
あ
り
、
一
峯
の
注

記
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
岐
神
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
三
行
前
に
既
出
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
「
岐
」
字
の
左
側
に
「
ク
ナ
ト
ノ
」
と
傍
訓
が
あ
る
。

一

一

九



「
神
」
字
に
は
傍
訓
な
く
、
通
常
通
り
「
カ
ミ
」
と
訓
む
こ
と
に
な
る
の
で
、

全
体
で
「
ク
ナ
ト
ノ
カ
ミ
」
と
な
る
。

「
私
抄
」
ｄ
ｌ
で
は
最
初
に
「
岐
神
ク
ナ
ト
ノ
カ
ミ
ト
ハ
」
と
訓
注
が
あ
り
、

こ
れ
は
、
一
峯
本
の
訓
と
ほ
ぼ
対
応
す
る
か
た
ち
で
あ
る
。
続
く
注
釈
部
分

サ
ヤ
ノ
ミ

で
は
「
道
祖
神
也
」
と
あ
る
。
一
峯
本
ｄ
２
の
注
記
の
「
道
陸
神
」
と
「
私

抄
」
ｄ
ｌ
の
「
道
祖
神
」
は
ほ
ぼ
同
義
の
塞
の
神
を
指
す
の
だ
が
、
書
承
的

な
関
係
を
考
え
る
に
は
、
幾
分
隔
た
り
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
春
琉
本
と
道
祥
本
の
「
日
本
書
紀
私
見
聞
」
を
見
る
と
、

ク
ナ
ト岐

ノ
神
者
道
祖
神
也
。
（
春
礁
本
「
日
本
書
紀
私
見
聞
」
巻
第
二
）

ク
ナ
ト岐

ノ
神
ト
ハ
道
祖
神
也
。
（
道
祥
本
「
日
本
書
紀
私
見
聞
」
巻
第
二
）

な
ど
と
あ
り
、
両
書
を
「
私
抄
」
ｄ
ｌ
と
対
照
す
る
に
、
「
岐
神
」
に
つ
い

て
の
訓
み
に
つ
い
て
「
ク
ナ
ト
ノ
カ
ミ
」
で
一
致
し
、
注
解
部
分
も
「
道
祖

神
也
」
で
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
厳
密
に
見
た
場
合
、
「
私
抄
」

ｄ
ｌ
は
一
峯
本
よ
り
も
、
む
し
ろ
春
礁
本
、
道
祥
本
の
「
日
本
書
紀
私
見
聞
」

と
よ
り
近
い
位
置
関
係
に
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

サ
ヤ
ノ
ミ

「
私
抄
」
ｄ
ｌ
の
「
道
祖
神
」
に
は
「
道
祖
神
」
と
傍
訓
が
あ
っ
て
、
「
サ
ャ

ノ
カ
ミ
」
と
訓
ま
せ
る
意
図
が
明
白
で
あ
る
か
ら
、
「
私
抄
」
の
灌
頂
儀
礼

と
の
関
係
を
考
え
る
な
ら
ば
、
了
誉
が
伝
授
を
受
け
た
師
説
（
了
誉
自
ら
が

師
と
し
て
伝
授
し
よ
う
と
し
た
口
伝
と
し
て
考
え
て
も
よ
い
が
）
、
つ
ま
り

口
伝
口
授
に
よ
る
オ
ー
ラ
ル
な
言
説
と
し
て
は
「
サ
ャ
ノ
カ
ミ
」
と
し
て
語

ら
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
よ
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
私
抄
」
と
一
峯
本

に
共
通
の
口
伝
口
授
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
場
合
は
、
一
峯
本
の
「
道
陸
神
」

は
、
そ
の
口
頭
音
声
と
し
て
の
「
サ
ヤ
ノ
カ
ミ
」
の
文
字
表
記
で
あ
る
。
一

峯
本
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
性
格
と
し
て
神
道
灌
頂
・
日
本
紀
灌
頂
と
密
接

（
麺
）

で
あ
り
、
そ
の
書
き
入
れ
注
記
も
述
べ
た
よ
う
に
口
伝
口
授
の
場
に
お
け
る

聞
き
書
き
や
メ
モ
と
し
て
の
性
格
が
多
い
に
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
「
道
陸
神
」
と
い
う
注
記
が
、
ど
の
よ
う
に
読
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
か

と
い
う
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
当
該
の
注
記
に
は
傍
訓
が
付

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
追
求
は
出
来
な
い
が
、
文
字
表
記
の
差

異
に
よ
っ
て
、
単
純
に
「
私
抄
」
の
「
サ
ャ
ノ
カ
ミ
」
ｌ
「
道
祖
神
」
と
一

峯
本
の
「
道
陸
神
」
を
切
り
離
し
て
し
ま
え
な
い
側
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
と
は
両
書
が
神
道
灌
頂
と
い
う
師
資
相
承
に
よ
る
口
伝
口
授
の
オ
ー
ラ
ル

な
言
説
世
界
の
な
か
に
あ
っ
て
、
口
承
と
書
承
（
あ
る
い
は
書
記
）
と
が
同

時
並
行
的
に
行
わ
れ
る
と
い
う
、
複
雑
な
状
況
と
関
わ
る
。
書
承
あ
る
い
は

表
記
の
レ
ベ
ル
で
全
て
を
裁
断
出
来
な
い
の
は
、
こ
の
灌
頂
儀
礼
の
性
格
と

関
わ
る
の
で
あ
る
。
灌
頂
儀
礼
の
性
質
を
媒
介
と
す
る
場
合
、
書
承
だ
け
で

は
な
く
、
常
に
口
承
で
の
可
能
性
が
、
同
時
に
念
頭
に
お
か
れ
る
の
で
あ

る
。

春
琉
本
、
道
祥
本
の
「
日
本
書
紀
私
見
聞
」
、
了
誉
「
日
本
書
紀
私
抄
」
、

一
峯
本
は
、
全
て
神
道
灌
頂
・
日
本
紀
灌
頂
の
儀
礼
の
場
と
密
接
な
テ
キ
ス

（
刻
）

ト
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
口
承
と
書
承
の
両
面
か
ら
同
時
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

上
記
の
場
合
に
お
い
て
も
、
「
私
抄
」
ｄ
ｌ
と
「
私
見
聞
」
の
緊
密
な
関

係
を
認
め
つ
つ
も
、
一
峯
本
ｄ
２
も
含
め
た
か
た
ち
で
、
口
伝
口
授
と
い
う

こ
と
を
前
提
に
し
た
三
者
に
共
通
の
言
説
の
系
譜
Ⅱ
神
道
灌
頂
・
日
本
紀
灌

頂
の
場
に
お
け
る
共
通
の
言
説
の
存
在
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
に
な
る

○



》
《
ノ
○

次
に
ｅ
で
あ
る
が
、
ま
ず
ｅ
２
は
、
一
峯
本
巻
二
本
文
（
海
幸
山
幸
神
話

タ
カ
、
キ
ヒ
メ
カ
キ
合
：
テ
ナ
テ
リ
カ
、
ヤ
ケ
ル

海
宮
遊
行
段
正
文
）
に
「
錐
喋
惣
頻
臺
宇
玲
瀧
門
ノ
前
二
有
二
一
井
》
」
と

タ
カ
、
キ

あ
る
文
中
の
「
推
蝶
」
に
つ
い
て
欄
外
注
記
と
し
て
「
堆
チ
」
と
あ
る
も
の

で
あ
る
。
尚
、
当
該
注
記
は
「
佳
」
の
筆
体
な
ど
か
ら
本
文
と
は
異
筆
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
比
さ
れ
る
「
私
抄
」
ｅ
ｌ
で
は
、
ま
ず
「
推
喋
タ
カ
、
キ
ト
ハ
」

ソ
イ
ー

と
あ
っ
て
、
ｅ
２
と
同
様
の
訓
注
を
示
す
。
そ
の
う
え
で
「
堆
地
也
」
と
注

釈
部
分
が
示
さ
れ
る
が
、
一
峯
本
ｅ
２
の
注
記
「
堆
チ
」
と
は
文
字
レ
ベ
ル

で
異
な
り
書
承
の
関
係
は
認
め
に
く
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
音
韻
の
レ
ベ
ル

ツ
イ
０

で
は
ｅ
ｌ
の
「
堆
地
」
は
お
そ
ら
く
「
シ
イ
チ
」
と
訓
ま
せ
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
ら
、
ｅ
２
「
堆
チ
」
を
そ
の
ま
ま
「
シ
イ
チ
」
と
訓
む
と
す
る
と
、
対

応
す
る
も
の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ｅ
の
１
．
２
に
関
し
て
は
、
書
承
レ

ベ
ル
よ
り
も
、
口
承
レ
ベ
ル
で
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
相
当
す
る
部
分
、
春
礒
本
、
道
祥
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞
」
で
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

タ
カ
、
キ
ヒ
メ
カ
キ

推
楪
勅
頓
ト
ハ
ッ
ィ
チ
也
。
（
春
琉
本
「
日
本
書
紀
私
見
間
」
巻
第
二
）

タ
カ
、
キ
ヒ
メ
カ
キ

推
喋
勅
頓
ト
ハ
ッ
イ
地
也
。
（
道
祥
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞
一
巻
第
二
）

ま
ず
『
私
抄
』
が
「
推
喋
タ
カ
、
キ
」
の
部
分
を
注
釈
の
対
象
と
す
る
の

タ
カ
、
キ
ヒ
メ
カ
キ

ヒ
メ
カ
キ

に
対
し
て
、
春
琉
本
、
道
祥
本
で
は
「
雄
楪
勅
頓
ト
ハ
」
と
し
て
「
勅
頓
」

の
部
分
を
も
対
象
化
す
る
点
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
釈
部
分

で
「
ツ
イ
チ
也
」
（
春
礁
本
）
「
シ
イ
地
也
」
（
道
祥
本
）
と
す
る
点
は
仮
名

表
記
を
主
体
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
『
私
抄
』
の
注
釈
と
ほ
ぼ
対
応
す

了
誉
聖
問
「
日
本
書
紀
私
抄
」
と
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」

ツ
イ
‐

る
も
の
と
い
え
よ
う
。
『
私
抄
』
の
「
堆
地
」
（
ｅ
ｌ
）
も
「
堆
」
字
の
傍
訓

「
シ
イ
」
に
よ
っ
て
「
シ
イ
チ
」
と
読
ま
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
場
合
、
春
琉
本
、
道
祥
本
、
『
私
抄
」
の
三
者
と
も

「
シ
イ
チ
」
と
い
う
口
頭
音
声
で
は
共
通
す
る
の
で
あ
っ
て
、
口
伝
口
授
の

場
で
の
口
頭
言
語
と
し
て
の
「
シ
イ
チ
」
を
元
の
言
説
と
し
て
共
有
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
一
峯
本
ｅ
２
の
「
堆
チ
」
に
も
適

合
す
る
。
口
伝
口
授
の
場
に
お
け
る
口
頭
音
声
と
し
て
の
「
シ
イ
チ
」
を
文

字
表
記
す
る
際
に
「
シ
イ
チ
」
（
春
礁
本
）
「
シ
イ
地
」
（
道
祥
本
）
「
堆
チ
」

ツ
イ
，

（
一
峯
本
ｅ
２
）
「
堆
地
」
（
「
私
抄
」
ｅ
ｌ
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
表
記
と

し
て
定
着
し
た
も
の
と
思
し
い
。

今
、
傍
訓
の
問
題
も
含
め
る
と
、
一
私
抄
』
と
一
峯
本
と
春
聡
本
、
道
祥

本
の
『
日
本
書
紀
私
見
聞
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
に
異
な
る
点
を
示
し

な
が
ら
も
、
一
致
を
示
し
て
い
く
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通

す
る
口
伝
口
授
の
言
説
と
場
（
Ⅱ
神
道
灌
頂
・
日
本
紀
灌
頂
）
を
予
想
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
ｆ
で
あ
る
が
、
ま
ず
ｆ
２
で
は
、
一
峯
本
巻
二
本
文
（
海
幸
山
幸

ホ
ソ
セ
リ
ハ
ッ
コ
ロ
ハ
ヤ
ト
ヲ

神
話
海
宮
遊
行
段
一
書
第
二
）
の
「
火
酢
芹
命
ヲ
苗
商
諸
隼
人
等
」
と
あ
る

ハ
ツ
コ

文
中
の
「
苗
商
」
と
い
う
語
句
の
欄
外
書
き
入
れ
注
記
に
三
苗
喬
」
と
抜

き
書
き
し
、
そ
の
左
側
に
「
シ
ソ
ン
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
傍
書
す
る
。
対
し
て

『
私
抄
」
ｆ
ｌ
で
は
、
ま
ず
「
苗
喬
ハ
ッ
コ
ト
ハ
」
と
あ
っ
て
、
一
峯
本
ｆ
２

と
同
一
の
訓
み
を
示
す
。
ち
な
み
に
、
一
峯
本
を
除
く
現
存
諸
本
は
ほ
ぼ
全

（
”
幸

て
、
当
該
の
「
苗
商
」
を
「
ノ
チ
」
と
訓
じ
て
い
る
。
そ
し
て
語
句
の
解
釈

と
し
て
は
「
子
孫
云
意
也
」
と
し
て
「
子
孫
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。

一
一
一
一



こ
れ
は
一
峯
本
ｆ
２
の
「
シ
ソ
ン
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
す
る
解
釈
と
合
致
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
例
に
よ
っ
て
、
一
峯
本
書
き
入
れ
注
記
は
片
仮
名
に
よ
っ

て
「
シ
ソ
ン
」
と
表
記
し
、
「
私
抄
」
は
表
意
的
な
漢
字
表
記
に
よ
っ
て
字

義
・
語
義
を
明
確
に
示
す
か
た
ち
で
「
子
孫
」
と
表
記
す
る
。
こ
れ
は
、
こ

れ
ま
で
の
例
で
も
、
一
峯
本
Ｃ
２
の
「
ツ
ク
」
に
対
す
る
「
私
抄
」
Ｃ
ｌ
の

「
付
ク
」
な
ど
と
し
て
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
共
通
す
る
表
記
上
の
差
異
で
あ

る
。
こ
う
し
た
両
書
の
表
記
上
の
違
い
は
基
本
的
に
両
書
の
注
記
が
作
ら
れ

る
状
況
と
注
記
を
記
す
こ
と
の
目
的
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
２
の
「
ツ
ク
」
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
一
峯
本
の
書
き
入
れ
注
記
は
原
典

に
直
接
書
き
込
む
注
記
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
「
書
き
入
れ
仮
名
抄
」
な
ど

と
同
様
の
も
の
で
、
基
本
的
に
は
、
口
伝
口
授
の
場
に
お
い
て
、
口
頭
で
伝

え
ら
れ
る
言
説
を
、
即
時
的
に
メ
モ
書
き
し
て
い
く
必
要
か
ら
片
仮
名
表
記

を
用
い
た
も
の
と
思
し
い
。

例
え
ば
一
峯
本
巻
一
冒
頭
の
伊
弊
諾
尊
伊
弊
冊
尊
の
聖
婚
の
段
に
お
け
る

セ
キ
レ
４
０

「
鵲
鵠
」
に
つ
い
て
の
欄
外
注
に
「
ト
ッ
キ
ヲ
シ
エ
ト
リ
」
「
ク
、
ナ
ワ
セ
ト

リ
」
「
イ
ナ
ヲ
ホ
セ
ト
リ
」
と
「
鵺
鵠
」
に
関
す
る
異
説
異
名
を
片
仮
名
表

記
で
列
記
す
る
こ
と
も
、
当
座
の
口
伝
口
授
の
メ
モ
書
き
と
し
て
の
要
請
か

ら
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
後
世
の
三
輪
流
神
道
灌
頂
の
資
料
で
は
、
「
鳥
居
口
決
」
な
ど

と
呼
ば
れ
る
鳥
居
に
関
す
る
口
決
の
な
か
で
、
「
日
本
書
紀
」
の
当
該
伊
弊

諾
尊
伊
弊
冊
尊
聖
婚
段
の
鵺
鵠
に
関
す
る
秘
説
が
、
口
伝
口
授
さ
れ
る
も
の

ニ
ハ
ク
ナ
プ
リ
イ
シ
ク
、
キ
ク
イ
ナ
イ
ナ
ア
ブ
セ
ト
リ

と
し
て
あ
り
、
そ
の
な
か
に
「
鵺
鶴
」
「
是
鶇
鵠
水
難
稲
負
烏
異
名
同
烏

（
室
）

也
」
二
三
輪
流
神
道
源
流
集
道
場
秘
口
決
〔
秘
水
二
こ
「
一
鳥
居
之
事
」
）

ま
た
一
峯
本
巻
一
の
素
菱
鳴
尊
と
天
照
大
神
の
誓
約
の
段
の
一
書
第
一
に

メ
・
ン
ハ
．
カ
セ
ル

ナ
ス
ミ
コ

ヲ
キ
ッ
シ
マ

お
け
る
「
先
シ
食
テ
ニ
所
帯
十
握
ノ
劔
ヲ
》
生
し
兒
司
号
，
“
｜
濠
津
嶋
姫
Ｊ
」
と
あ
る

文
中
の
「
食
」
に
つ
い
て
の
欄
外
注
記
に
「
ク
イ
キ
リ
テ
ト
云
心
也
」
と
あ

る
語
義
の
注
記
「
ク
イ
キ
リ
テ
」
も
片
仮
名
書
き
の
注
記
ス
タ
イ
ル
を
と

る
。

如
上
の
一
峯
本
の
注
記
は
、
表
意
的
な
漢
字
使
用
に
よ
る
字
義
の
表
示
を

優
先
し
た
も
の
で
は
な
く
、
当
座
即
時
的
性
格
を
示
す
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

片
仮
名
表
記
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
語
義
に
関
わ
る
注
記
で
あ
り
、
本
来
、
語
句
の

「
意
味
」
を
明
解
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
片
仮
名
表
記
を
と
る
の
は
、
そ
の
場
で
即
時
的
に
書
き
記
す
と
い

ニ
ハ
ク
ナ
ヲ
リ

「
鵺
鵠
」
「
是
鵺
鶴
、
水
錐
、
稲
負
烏
異
名
同
鳥
ナ
リ
」
二
三
輪
流
神
道
汀
補
眞

（
創
）

紗
」
．
鳥
居
／
事
」
）
な
ど
と
し
て
「
鵺
鵠
」
の
「
異
名
同
鳥
」
に
関
す
る

秘
説
が
口
伝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
鵺
鵠
の
異
名
同
鳥
と
し
て
の

「
稲
負
烏
」
は
、
一
峯
本
上
記
欄
外
注
の
「
イ
ナ
ヲ
ホ
セ
ト
リ
」
と
共
通
す

る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
一
峯
本
上
記
欄
外
注
の
「
ト
ッ
キ
ヲ
シ
エ
ト

リ
」
「
ク
、
ナ
ワ
セ
ト
リ
」
「
イ
ナ
ヲ
ホ
セ
ト
リ
」
と
は
「
鵺
鵠
」
の
「
異
名

同
烏
」
と
し
て
口
伝
口
授
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
当
該
欄

外
注
は
、
そ
う
し
た
口
説
を
当
座
即
時
的
に
片
仮
名
に
て
、
メ
モ
的
に
書
き

入
れ
た
も
の
と
思
し
い
の
で
あ
る
。

三
書
き
入
れ
注
記
と
灌
頂
儀
礼
の
口
伝
口
授

一
一
一
一
一



シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

う
口
伝
口
授
の
場
の
状
況
性
か
ら
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
片
仮
名
本
来
の
用
途
、
機
能
か
ら
考
え
て
も
当
然
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
片
仮
名
は
平
安
初
期
の
漢
文
講
義
に
お
い
て
、
典
籍

の
行
間
に
訓
点
を
記
入
す
る
際
に
、
当
初
用
い
て
い
た
万
葉
仮
名
が
「
字
画

が
多
く
て
書
記
に
時
間
を
要
し
、
講
師
の
講
義
す
る
の
を
倉
卒
の
間
に
記
載

す
る
の
に
不
便
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
字
画
を
省
略
し
、
講
師
の
講
義
を
倉

（
鰯
）

卒
の
間
に
記
載
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
文
字
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
片
仮
名
書
は
講
義
に
お
け
る
口
述
を
当
座
即
時
的
に
記
録
す

る
用
途
に
適
合
し
た
表
記
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

一
峯
本
の
如
上
の
注
記
は
口
伝
口
授
の
場
に
お
け
る
口
説
の
筆
記
に
適
合

す
る
目
的
で
片
仮
名
書
き
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
書
紀
私
抄
」
も
同
じ
よ
う
に
神
道
灌
頂
系
の
口
伝
口
授
の
場
を
前

提
に
成
立
し
た
と
思
し
き
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
当
座
即
時
的
な
口
述
筆

記
の
テ
キ
ス
ト
と
は
い
え
な
い
形
態
を
示
し
て
い
る
。

「
私
抄
」
に
お
い
て
は
口
伝
口
授
の
言
説
は
、
ま
ず
「
日
本
書
紀
」
本
文

の
語
句
を
書
紀
テ
キ
ス
ト
本
文
通
り
の
漢
字
表
記
に
よ
っ
て
各
項
の
冒
頭
に

掲
示
し
、
直
下
に
、
そ
の
訓
注
を
片
仮
名
書
き
に
て
示
し
、
次
に
語
句
の
注

解
を
漢
字
漢
文
表
記
も
し
く
は
漢
字
仮
名
交
り
文
表
記
に
て
字
義
・
語
義
・

文
意
が
鮮
明
と
な
る
よ
う
な
か
た
ち
で
、
順
を
追
っ
て
叙
述
す
る
と
い
う
よ

う
な
様
式
で
、
各
項
が
一
定
の
体
裁
に
よ
っ
て
表
現
・
構
成
さ
れ
て
お
り
、

極
め
て
体
系
的
に
整
理
さ
れ
整
序
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
、
編
集
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

了
誉
に
お
い
て
も
師
説
を
口
述
筆
記
し
た
メ
モ
的
な
聞
き
書
き
の
草
稿
や

了
誉
聖
問
「
日
本
書
紀
私
抄
」
と
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」

手
控
え
の
類
、
あ
る
い
は
書
き
入
れ
注
記
を
施
し
た
原
典
底
本
が
あ
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
『
日
本
書
紀
私
抄
」
は
そ
う
し
た
当
座
に
お
け
る
生
の
テ

キ
ス
ト
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
事
後
的
な
段
階
に
お
い
て
整
序
さ
れ
、
後
々

の
教
科
書
た
る
べ
く
、
後
続
の
者
に
明
示
す
べ
く
、
文
意
の
明
ら
か
で
あ
る

よ
う
に
配
慮
・
意
図
さ
れ
た
形
態
を
も
つ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
一
峯
本
の
注
記
と
「
私
抄
」
の
注
釈
と
で
は
、
成
立
の
状
況

と
段
階
お
よ
び
記
述
の
目
的
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
述
の

ス
タ
イ
ル
、
表
記
の
ス
タ
イ
ル
を
異
に
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
え
る
。

「
私
抄
」
の
成
書
の
目
的
お
よ
び
意
向
か
ら
は
「
ツ
ク
」
は
「
付
ク
」
と

な
り
、
「
シ
ソ
ン
」
は
「
子
孫
」
と
な
り
、
「
シ
イ
チ
」
「
シ
イ
地
」
「
堆
チ
」

は
「
堆
地
」
と
（
そ
の
語
義
を
明
示
す
る
よ
う
に
）
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
書
記
上
の
対
応
で
は
な
く
、

音
韻
レ
ベ
ル
の
対
応
で
あ
っ
て
、
「
シ
ソ
ン
」
な
ら
「
シ
ソ
ン
」
と
い
う
音

韻
が
共
通
項
と
し
て
、
い
わ
ば
共
通
の
母
体
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
成
書
の
目
的
・
用
途
・
状
況
に
即
し
て
、
微
妙
に
異

な
る
表
記
形
態
で
記
述
・
定
着
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
群
が
、
神
道
灌
頂
・
日
本
紀
灌
頂
と
い
う
師
資
相
承

に
よ
る
口
伝
口
授
の
場
を
前
提
に
成
立
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

す
る
な
ら
ば
、
如
上
の
音
韻
上
の
共
通
項
と
は
、
師
に
よ
る
口
説
・
口
決
で

あ
り
、
師
資
相
承
の
系
譜
上
・
血
脈
上
の
口
承
の
言
説
で
あ
る
と
い
え
よ

》
ハ
ノ
○

以
上
、
ａ
～
ｆ
に
お
け
る
一
峯
本
注
記
と
『
私
抄
」
の
注
釈
の
対
応
関
係

一
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を
見
渡
し
て
み
て
、
ａ
ｌ
と
ａ
２
の
傍
線
部
に
、
か
な
り
直
接
的
な
書
承
上

の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
他
は
、
Ｃ
、
ｅ
、
ｆ
な
ど
に
口
承
的
な
音
韻
レ
ベ
ル

で
の
対
応
が
み
ら
れ
、
灌
頂
儀
礼
的
な
、
口
伝
口
授
の
系
譜
上
の
一
致
が
最

低
限
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
全
体
的
な
特
徴
と
傾
向
が
現
れ
て
い
た
と
い

え
よ
う
。

ａ
ｌ
ａ
２
の
傍
線
部
に
お
け
る
「
私
抄
」
と
一
峯
本
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
ａ
２
に
「
私
云
」
と
い
う
一
峯
本
の
メ
モ
的
自
注
と
判
断
さ
れ
る
材
料

が
あ
り
、
そ
の
上
で
の
同
文
関
係
で
の
一
致
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
注
記
の
一
峯

本
を
了
誉
「
私
抄
」
が
直
接
も
し
く
は
間
接
的
経
路
（
ａ
２
傍
線
部
を
記
し

た
何
ら
か
の
他
本
テ
キ
ス
ト
を
想
定
し
た
場
合
）
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
引
用

し
た
可
能
性
、
す
な
わ
ち
了
誉
『
私
抄
」
の
典
拠
で
あ
り
、
底
本
と
な
っ
た

テ
キ
ス
ト
が
一
峯
本
そ
れ
自
体
、
も
し
く
は
一
峯
本
に
極
め
て
近
い
位
置
に

あ
る
（
一
峯
本
を
書
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
よ
う
な
）
、
一
峯
本
系
『
日
本

書
紀
」
テ
キ
ス
ト
と
呼
べ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
可
能
性
を
残
し
て
お
り
、

両
者
の
位
置
関
係
を
考
え
る
際
に
極
め
て
重
要
な
問
題
を
は
ら
む
。

ａ
～
ｆ
の
全
体
像
に
お
い
て
、
両
書
の
関
係
を
基
本
的
に
、
（
神
道
灌
頂

な
ど
の
）
口
伝
口
授
の
系
譜
上
の
一
致
・
同
系
系
譜
の
書
と
捉
え
る
と
し
て
、

そ
の
距
離
・
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
ａ
ｌ
、
ａ
２
の
傍
線
部
の
対
応
関
係
か

ら
、
少
な
く
と
も
極
め
て
緊
密
な
近
い
位
置
に
あ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

前
記
の
「
私
抄
」
訓
注
と
の
対
応
関
係
の
一
致
度
の
高
さ
と
も
、
併
せ
て

考
え
て
、
一
峯
本
は
現
存
諸
本
中
、
最
も
「
日
本
書
紀
私
抄
」
底
本
に
近
い

特
徴
と
内
容
・
形
態
を
有
す
る
伝
本
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

一
峯
本
と
「
私
抄
」
の
関
係
を
近
接
し
た
も
の
と
し
て
み
て
く
る
と
、
一
峯

本
の
成
立
年
代
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
が
、
現
在
提
出
さ
れ
て
い
る
一
峯
本

（
麓
）

の
成
立
年
代
は
室
町
末
期
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
峯
本
に
は
、

そ
の
成
立
を
明
記
し
た
識
語
の
存
在
し
な
い
こ
と
と
併
せ
、
述
べ
た
よ
う
に

ａ
２
の
「
私
云
」
を
一
峯
本
の
自
注
（
独
自
注
記
）
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ

れ
に
照
応
す
る
ａ
ｌ
の
『
私
抄
」
注
記
は
、
な
ん
ら
か
の
経
緯
で
ａ
２
を
参

照
し
た
こ
と
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
必
然
的
に
、
ａ
ｌ
は
ａ
２
に
後
続
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
と
な
り
、
一
峯
本
書
き
入
れ
注
記
ａ
２
「
私
云
」
は
、
両

書
の
成
立
に
お
い
て
、
一
峯
本
が
「
私
抄
」
に
先
行
す
る
可
能
性
を
示
す
、

極
め
て
重
要
な
徴
証
で
あ
る
。

こ
う
し
た
重
要
な
徴
証
の
存
在
に
よ
っ
て
、
当
該
の
一
峯
本
成
立
に
関
す

る
推
定
年
代
に
つ
い
て
は
、
一
度
白
紙
に
戻
し
た
状
態
か
ら
再
度
検
討
し
直

す
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
峯
本
の
実
見
調
査
に
つ
い
て
は
、
料

紙
や
墨
付
き
、
筆
跡
、
糸
目
幅
、
寶
の
目
等
各
観
点
か
ら
現
在
も
調
査
検
討

（
露
）

中
で
あ
る
が
、
室
町
初
期
な
ど
の
比
較
的
早
い
時
期
に
遡
ら
せ
る
こ
と
を
否

定
す
る
特
徴
や
材
料
も
こ
れ
と
い
っ
て
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

逆
に
仮
名
書
体
に
は
古
い
時
代
の
特
徴
を
示
す
も
の
が
間
々
見
受
け
ら
れ
、

（
躯
）

本
書
成
立
の
古
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

現
段
階
で
は
、
一
峯
本
を
『
日
本
書
紀
私
抄
」
の
底
本
で
あ
る
と
断
定
す

る
段
階
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
如
上
の
書
き
入
れ
注
記
と
の
比
較
検

討
か
ら
、
「
日
本
書
紀
私
抄
」
が
一
峯
本
と
極
め
て
近
い
距
離
関
係
に
あ
り
、

お
わ
り
に

四



一
峯
本
系
「
日
本
書
紀
』
と
呼
べ
る
よ
う
な
書
本
を
底
本
と
し
て
成
さ
れ
た

（
羽
）

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

特
に
、
見
て
き
た
よ
う
な
ａ
ｌ
、
ａ
２
の
書
承
的
対
応
の
問
題
は
、
一
峯

本
の
成
立
期
の
見
直
し
の
問
題
も
含
め
て
、
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
し
る

両
書
の
緊
密
な
位
置
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
材
料

を
提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
、
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
底
本
と
は
、
一
峯
本
と
神
道
灌

頂
・
日
本
紀
灌
頂
の
口
伝
口
授
の
場
の
基
盤
を
共
有
し
な
が
ら
、
書
承
、
口

承
の
両
面
を
含
め
た
共
通
の
系
譜
上
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
「
日
本
書
紀
」

テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
『
日
本
書
紀
』
注
釈
の
テ
キ
ス
ト
生
成
の
な
か
に
、
書
承
と

口
承
の
両
側
面
を
一
度
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
靭
か
錯
綜
し
た
論
述
と
な

っ
た
憾
み
が
あ
る
が
、
一
方
で
、
書
承
と
口
承
の
両
面
が
交
錯
し
な
が
ら
、

そ
の
注
記
や
注
釈
の
言
説
が
灌
頂
儀
礼
を
仲
立
ち
と
し
な
が
ら
テ
キ
ス
ト
化

す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
「
日
本
書
紀
」
注
釈
テ
キ
ス
ト
生
成
の
現
場
と
入
り

組
ん
だ
実
態
と
が
あ
る
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
し
て
そ
の
地
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
「
日
本
書
紀
」
テ
キ
ス
ト
に
書
き

入
れ
注
記
が
成
さ
れ
る
場
や
状
況
、
そ
れ
と
注
釈
書
と
の
位
置
関
係
に
つ
い

て
、
上
記
の
一
峯
本
『
日
本
書
紀
」
の
書
き
入
れ
注
記
と
「
日
本
書
紀
私
抄
」

注
釈
の
比
較
検
討
の
視
野
に
お
い
て
、
一
定
の
見
通
し
を
得
た
と
思
う
。

如
上
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
一
峯
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
日
本
書
紀
」

テ
キ
ス
ト
に
書
き
入
れ
注
記
が
成
さ
れ
る
の
は
、
神
道
灌
頂
・
日
本
紀
灌
頂

と
い
う
灌
頂
儀
礼
の
場
に
お
い
て
、
当
座
即
時
的
に
師
の
口
伝
が
口
承
面
授

了
誉
聖
問
「
日
本
書
紀
私
抄
」
と
一
峯
本
「
日
本
書
紀
」

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
資
に
よ
っ
て
、
相
伝
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
テ
キ
ス

ト
に
メ
モ
的
に
直
接
書
き
込
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
よ
う
な
「
日
本
書
紀
」

注
釈
書
の
成
書
は
、
そ
う
し
た
灌
頂
の
儀
の
事
後
に
お
い
て
、
灌
頂
儀
礼
の

時
空
に
お
け
る
口
伝
口
授
の
内
容
を
、
メ
モ
的
に
な
さ
れ
た
書
き
入
れ
注
記

な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
全
体
の
整
序
作
業
を
伴
う
か
た
ち
で
、
成
書
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
然
そ
の
成
書
作
業
に
は
、
口
伝
口
授
と
い
う
「
口
承
」

の
事
後
的
な
テ
キ
ス
ト
化
と
、
前
記
ａ
ｌ
、
ａ
２
の
傍
線
部
の
照
合
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
、
書
き
入
れ
注
記
の
引
用
と
い
う
「
書
承
」
の
テ
キ
ス
ト
化
と

が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
伊
藤
正
義
氏
「
了
誉
伝
考
」
二
文
学
史
研
究
」
第
一
五
号
、
一

九
七
四
・
七
）

（
２
）
久
保
田
収
氏
「
聖
問
の
『
日
本
書
紀
私
抄
」
」
二
日
本
書
紀
研
究
」

第
七
冊
（
塙
書
房
、
一
九
七
三
・
六
）
、
久
保
田
収
氏
「
中
世
神
道

の
研
究
」
（
神
道
史
学
会
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
四
・
一
二
）
等
参

照
。
ま
た
中
尾
「
了
誉
聖
問
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の
成
立
圏
に
関

す
る
一
考
察
１
１
「
日
本
書
紀
」
諸
本
と
周
辺
注
釈
書
と
の
関
連

性
か
ら
ｌ
」
（
「
唱
導
文
学
研
究
第
六
集
」
三
弥
井
書
店
、
二

○
○
七
）
参
照
。
ま
た
了
誉
の
『
麗
気
記
』
注
釈
を
含
む
中
世
の

『
麗
気
記
」
注
を
中
心
と
し
た
注
釈
の
言
説
が
灌
頂
儀
礼
そ
の
も
の

五



の
な
か
か
ら
生
成
し
た
と
す
る
卓
論
に
小
川
豊
生
氏
「
中
世
神
話

の
メ
チ
エ
…
…
変
成
す
る
日
本
紀
と
「
麗
気
記
」
〈
天
札
巻
〉
」

（
三
谷
邦
明
・
小
峯
和
明
編
「
中
世
の
知
と
学
１
１
〈
注
釈
〉
を
読

む
」
森
話
社
、
一
九
九
七
・
一
二
）
が
あ
る
。

（
３
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
。

（
４
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
。

（
５
）
尚
、
「
日
本
書
紀
」
古
写
本
テ
キ
ス
ト
以
外
で
は
、
中
世
の
諸
典

籍
に
お
け
る
欄
外
注
記
を
含
む
中
世
注
釈
の
諸
相
と
、
そ
の
原
理

的
問
題
を
提
起
し
た
卓
論
に
小
峯
和
明
氏
「
中
世
の
注
釈
を
読
む

…
…
読
み
の
迷
路
」
（
三
谷
邦
明
・
小
峯
和
明
編
「
中
世
の
知
と
学

Ｉ
〈
注
釈
〉
を
読
む
」
森
話
社
、
一
九
九
七
・
一
三
が
あ
る
。

（
６
）
尚
、
本
稿
で
は
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
原
資
料
の
小
書
表

記
、
割
注
、
傍
注
な
ど
は
、
一
部
を
除
き
、
適
宜
二
重
ギ
ュ
メ
に

入
れ
て
表
示
し
た
。

（
７
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
。

（
８
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
。

（
９
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
。

（
岨
）
了
誉
「
日
本
書
紀
私
抄
」
現
存
諸
伝
本
の
詳
細
な
整
理
と
概
況

に
つ
い
て
は
、
原
克
昭
氏
「
了
誉
聖
問
に
よ
る
神
代
紀
註
釈
と
そ

の
諸
本
」
二
皇
學
館
大
學
神
道
研
究
所
紀
要
」
第
二
十
二
輯
、
二

○
○
六
・
三
）
参
照
。

（
Ⅱ
）
現
状
で
は
擦
り
消
し
部
分
の
精
細
な
調
査
に
ま
で
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
可
能
性
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
が
、
巻
に
よ
っ
て
は
、
か
な

り
直
接
的
な
対
応
関
係
を
想
定
出
来
る
状
況
が
判
明
す
る
可
能
性

も
あ
る
。

（
吃
）
管
見
の
現
存
諸
本
に
も
当
該
注
記
と
同
様
の
注
記
は
見
あ
た
ら

ず
、
こ
の
点
か
ら
も
一
峯
本
の
独
自
注
記
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。

尚
、
中
世
注
釈
の
世
界
に
お
け
る
「
私
云
」
の
持
つ
独
自
注
記
と

し
て
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
小
峯
和
明
氏
注
（
５
）
論
文
参

昭
峪

（
Ｂ
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
。

（
狸
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
。

（
妬
）
春
購
本
「
日
本
書
紀
私
見
聞
」
と
了
誉
「
日
本
書
紀
私
抄
」
の

神
道
灌
頂
の
場
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
夙
に
阿
部
泰
郎
氏
が

「
浄
土
宗
の
了
誉
聖
問
、
天
台
宗
の
良
遍
、
真
言
宗
の
道
祥
と
春
聡

に
よ
る
日
本
紀
の
注
釈
「
私
見
聞
」
や
「
聞
書
」
は
、
い
ず
れ
も

「
麗
気
記
」
の
注
釈
と
一
具
と
し
て
談
ぜ
ら
れ
制
作
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
学
問
と
し
て
の
営
為
は
、
各
宗
の
相
承
の
体
系
に
組
み
入
れ

ら
れ
て
い
た
“
神
道
潅
頂
”
と
い
う
伝
法
潅
頂
儀
礼
の
一
形
態
の

う
ち
に
生
成
し
展
開
し
た
も
の
ら
し
い
。
称
名
寺
の
聖
教
や
、
神

宮
文
庫
に
遺
さ
れ
る
道
祥
ｌ
春
礁
の
神
道
切
紙
類
に
、
そ
の
一
端

が
窺
わ
れ
る
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
阿
部
泰
郎
氏
「
日
本

紀
と
説
話
」
二
説
話
の
講
座
３
説
話
の
場
ｌ
唱
導
・
注
釈

ｌ
」
（
勉
誠
社
、
一
九
九
三
・
二
）
）
ま
た
、
阿
部
泰
郎
氏
「
良

遍
「
日
本
書
紀
」
注
釈
の
諸
相
ｌ
学
問
の
言
談
か
ら
〃
物
語
〃
と

し
て
の
〈
日
本
紀
〉
へ
ｌ
」
二
國
語
と
國
文
學
」
七
一
・
二
、

一
二
一
ハ



一
九
九
四
・
一
二
も
参
照
の
こ
と
。
ま
た
一
峯
本
と
『
私
抄
」

の
神
道
灌
頂
・
日
本
紀
灌
頂
の
儀
礼
を
媒
介
と
し
た
位
置
関
係
に

つ
い
て
は
後
述
、
お
よ
び
中
尾
注
（
２
）
論
文
参
照
。

（
随
）
田
中
貴
子
氏
「
天
台
口
伝
法
門
と
説
話
」
二
説
話
の
講
座
３

説
話
の
場
１
１
唱
導
・
注
釈
ｌ
」
（
勉
誠
社
、
一
九
九
三
・
二
）
）

（
Ⅳ
）
ま
た
ｂ
２
の
書
き
入
れ
注
記
の
筆
に
つ
い
て
は
、
本
文
と
の
異

同
を
判
定
し
が
た
く
、
一
峯
に
よ
る
注
記
で
あ
る
か
否
か
を
に
わ

か
に
決
定
し
が
た
い
。

（
肥
）
柳
田
征
司
氏
「
国
語
資
料
と
し
て
の
「
書
込
み
仮
名
抄
ヒ
ニ
武

蔵
野
文
学
」
二
四
、
一
九
七
六
・
一
二
）

（
田
）
も
っ
と
も
一
峯
本
に
「
ツ
ク
」
と
あ
る
も
の
を
『
私
抄
」
が

「
付
ク
」
の
意
味
で
あ
る
と
解
釈
し
て
記
し
た
、
あ
る
い
は
『
私
抄
』

に
「
付
ク
意
」
と
あ
る
も
の
を
一
峯
本
が
「
ツ
ク
」
と
仮
名
書
き

注
記
し
た
と
す
る
、
直
接
的
な
書
承
の
関
係
も
想
定
出
来
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
前
者
は
と
も
か
く
後
者
で
は
、
「
付
ク
」

と
あ
る
も
の
を
、
「
ツ
ク
」
と
わ
ざ
わ
ざ
仮
名
書
き
す
る
意
味
が
な

い
よ
う
に
思
う
。
前
者
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
判
断
が
難
し
い
が
、

こ
こ
で
は
両
者
の
表
記
の
違
い
を
重
視
し
て
、
共
通
の
言
説
（
師

説
）
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
判
断
を
ひ
と
ま
ず
無
難
な
解
釈
と
し

て
措
定
し
て
お
き
た
い
。

（
別
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
参
照
。

（
別
）
中
尾
注
（
２
）
論
文
参
照
。

（
〃
）
但
し
圓
威
本
に
は
「
波
津
古
」
と
あ
っ
て
漢
字
、
音
仮
名
表
記

了
誉
聖
問
「
日
本
書
紀
私
抄
』
と
一
峯
本
『
日
本
書
紀
』

付
記
本
稿
は
伝
承
文
学
研
究
会
関
西
例
会
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
私

抄
」
の
輪
読
・
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
際
、
諸

先
生
方
に
多
く
の
御
教
示
を
頂
い
た
こ
と
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
継
続
的
に
一
峯
本
『
日
本
書
紀
』
の
閲
覧
・
調
査
を
御
許

可
い
た
だ
い
た
北
野
天
満
宮
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

（
な
か
お
・
み
ず
き
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）

で
同
様
の
訓
を
示
し
て
い
る
。

（
路
）
「
大
神
神
社
史
料
・
第
五
巻
・
三
輪
流
神
道
篇
・
乾
」
（
大
神
神

社
史
料
編
集
委
員
會
、
一
九
七
八
）
所
収
。

（
別
）
『
神
道
大
系
論
説
編
真
言
神
道
（
下
）
」
（
神
道
大
系
編
纂
会
、

一
九
九
二
）
所
収
。

（
妬
）
築
島
裕
氏
一
国
語
学
』
「
第
二
章
第
五
節
片
仮
名
」
七
九
頁

（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
）

（
恥
）
『
国
書
総
目
録
」
、
中
村
啓
信
氏
「
古
事
記
・
日
本
書
紀
諸
本
注

釈
書
解
説
」
（
「
別
冊
國
文
學
娚
古
事
記
日
本
書
紀
必
携
」
（
學
燈

社
、
一
九
九
五
）
）

（
〃
）
北
野
天
満
宮
に
お
け
る
、
美
濃
部
重
克
氏
、
佐
々
木
雷
太
氏
、

稿
者
の
三
者
に
よ
る
該
本
の
継
続
的
な
実
見
共
同
調
査
に
よ
る
。

（
肥
）
こ
の
点
、
注
（
型
）
共
同
調
査
に
お
け
る
美
濃
部
重
克
氏
の
御

教
唆
に
よ
る
。
今
後
の
注
（
空
共
同
調
査
の
進
展
を
期
し
た
い
。

（
空
本
稿
で
の
論
究
に
加
え
、
中
尾
注
（
２
）
論
文
も
参
照
の
こ
と
。

七


